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論文内容の要旨 

 

 近年コンピュータの処理速度の向上は目覚ましく、高度に知的な処理をコンピュータ上で

行うことも夢ではなくなりつつある。具体的には,チェスの王者を破ることの出来るコンピュ

ータシステムが存在している。そこでは、人間の思考過程を探索間題ととらえ、高速に解探

索を行うことで、知的処理を実現している。しかしながら、将棋のように場合の数が天文学

的数字になる間題では、探索間題と捉えるだけでは無理があり別の視点から捉える必要性が

ある。中でも、将棋で言うところの大局観は、一般生活の中でも重要な視点である。事物の

些末にとらわれず大雑把に対象を把握することの必要性は、Zadehの不適合性の原理で指摘さ

れ、民生品へのファジィ制御の応用等によりその実用性が示されている。 

 本研究においては、大局観をシステムとて構築するための対象の評価にファジィ理論の適

用を試みる。実際に、将棋を対象とし、大局観、すなわち序盤・中盤・終盤を評価し、局面
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を分類するシステムの構築を目指している。具体的には、盤上から得られるデータを元に局

面の分類を試みる。データ群から分類する方法としてクラスタリングに注目する。柔軟なク

ラスタリングをする手法にファジィクラスタリングがある。ファジィクラスタリングはクリ

スプな手法と異なって、ファジィ集合に分類しているのが特徴的である。従来のファジィク

ラスタリングでは、制約が強かったり、得られたファジィ集合の帰属度形状が全て同じであ

ったりする。そこで、より一般的なファジィ集合が得られるファジィクラスタリングを提案

し、ゲームの進行状況を各盤面から序盤らしさ、中盤らしさ、終盤らしさとして数値化する

ことによって分類することを目的とする。 

 本研究では、証拠理論に基づいた不確実さの指標の一つである混迷度をファジィC.means法

に適用した新しいクラスタリング手法として、その目的関数に混迷度を導入した新しいファ

ジィクラスタリング手法を提案する。この手法では、従来法に比べてより一般的なファジィ

集合が得られる。また、事前に決定しなけれぱならないパラメータは一つで良く、従来の確

率的制約のない可能性クラスタリングと比べるとパラメータの数が少ないという特徴がある。 

 データを分類しても、そのデータが高次元で構成されていれぱデータ分布がどのようにな

っているかを把握することは困難である。そこで、近年注目されているデータの可視化手法

を用いる。データを可視化することで、データ分析が容易になる。そこで、本研究でも、プ

レーヤの判断材料となり得る特徴をデータから解析しやすくするために、データの可視化に

良く用いられている自己組織化マップを将棋ゲームの進行状況の分類に適用する。 

 提案手法を用いて将棋局面を序盤・中盤・終盤の3つに分類することを試みた。その際、過

去の対戦記録(棋譜)をデータとして用いた。その結果ほとんどの棋譜で手数順に3つに分類す

ることができた。 

 

 

論文審査の結果の要旨 

 

 本論文は、従来のファジィクラスタリングシステムにおける不適切な点を整理し、かつ、

証拠理論に基づくあいまいさの指標である混迷度をファジィクラスタリングの正則化手法に

導入することで、真の意味でファジィクラスタリングと呼べる手法を提案したものである。

提案手法の有用性を、人工的なデータばかりでなく、人間の思考を扱う将棋の大局的な局面

の判断に用いるなど、意欲的な取組がなされており、今後の展開が期待できるものである。 

 第１章で、本論文の背景と研究の目的、また、研究内容の評価方法についての方針を示し

た。 

 第２章は、従来の手法の問題点を理論的に詳述している。即ち、FCM法に関しては、加法性
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の制約があることから、必ずしもファジィクラスタリングと呼ぶに相応しくない。また、可

能性クラスタリング手法に関しても、恣意的なパラメータを用いるため問題があると指摘し

ている。 

 第３章は、本論文の主題であり、混迷度の指標を導入したファジィクラスタリング手法に

ついて述べている。提案手法により得られるクラスタはファジィ集合を構成し、その形状に

も制約がないことを示している。また、提案手法の解法アルゴリズムを示し、人工データば

かりでなく、クラスタリングの分野で広く利用されている、IrisやWineのデータを用いるこ

とで、従来手法との比較を行い、提案手法の有用性を示している。 

 第４章では、提案手法を将棋の局面分類に適用している。将棋は人間の高度な知的活動で

あり、その大局的判断をモデル化できることは意義が大きい。可視化手法として自己組織化

マップを利用することで、提案手法による分類が、手順の変遷を追うことができることを示

している。 

 このように、本論文は、ファジィクラスタリングにおける従来手法の不備を指摘するとと

もに、真にファジィクラスタリングと呼ぶに相応しい新しい混迷度正則化FCM法を提案し、そ

の有効性を、実データにも適用することで示した意義のあるものである。 

 申請者は研究遂行に十分な英語力を有しており、数学を含む周辺知識に関する学識に関し

ても十分である。よって、申請者は博士（生体情報）の学位に値するものである。 


